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図2 観測ロケットへのシステムインテグレーション（上）、H3での宇宙⾶⾏実証（下）
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デトネーションエンジンの物理解明︓宇宙⾶⾏実証国際共同研究

この国際共同研究の重要性・⾯⽩さは何か（研究の⽬的と意義）
●斬新なデトネーションエンジンの要素・システム・フライト研究で世界を先導

回転デトネーションエンジンは、極めて⾼い周波数（1〜100kHz以上）でデトネーション波を発⽣させるこ
とが可能になりつつあり、宇宙⽤⾼性能軽量エンジンとして、実⽤化を視野に⼊れた研究が⽇欧⽶、アジアで
活発である。2021年7⽉27⽇には、JAXA宇宙科学研究所の観測ロケットS-520-31号機を⽤いて、本研
究グループはデトネーションエンジンシステムの世界初の宇宙⾶⾏実証試験に成功した（図１）。本研究グ
ループは、デトネーションエンジン研究分野で世界を牽引している。しかしながら、本研究グループの⾶⾏実験
の影響によって、他研究グループの追い上げは苛烈を極めており、本研究グループは世界トップの座を奪われか
ねない。本申請グループが⽣き残るためには、⽶国（Purdue⼤︓先導的PGCガスタービン研究を実施）、
欧州（ベルリン⼯科⼤︓先導的PGC解析研究を実施）と国際共同研究で強く連携し、より斬新な研究を
展開するとともに、志ある若⼿の育成を⾏う必要がある。

本研究では、回転デトネーションエンジンの主要課題（動的な回転デトネーションエンジン、液体推進剤回
転デトネーションエンジン、システムインテグレーション、宇宙⾶⾏実証）の研究を実施し、その主要物理を解
明する。

図1 世界初のデトネーションエンジンの宇宙での作動の様⼦（観測ロケットS-520-31号機実験）

ホームページ等 http://www.prop.nuae.nagoya-u.ac.jp/

誰がこの国際共同研究を⾏うのか（優れたグループによる国際共同研究体制）
●２０年かけて構築したデトネーションエンジン国際ネットワークを活⽤
回転デトネーションエンジンは、宇宙⽤⾼性能エンジンとして、実⽤化を視野に⼊れた研究が⽇欧⽶、アジア

で活発である。2015年から、本研究グループと⽶国Purdue⼤をはじめとする多数の⼤学、ドイツベルリン⼯科
⼤他でAIAA内にPressure Gain Combustion（PGC）技術委員会を組織し、活発に研究を展開中であ
る。本研究グループの成果は⽶国宇宙学会のYear in Review 2016、2017、2019、2021でPGC技術
委員会を代表する実験写真として掲載されている（図３）。また、2018には⽶国機械学会 Mechanical 
Engineering magazine で⾒開き紹介されている。2021年7⽉27⽇には、JAXA宇宙科学研究所の観
測ロケットS-520-31号機を⽤いて、本研究グループ（図４）はデトネーションエンジンシステムの世界初の宇
宙⾶⾏実証試験に成功し、5件の学会賞が授与され、8件の国際招待講演、8件の国内招待講演と多数の
国内外の報道記事にて紹介されている。

どのように将来を担う研究者を育成するのか（⼈材育成計画の内容）
●⽇本(アジア)ー⽶国（北⽶）ードイツ（欧州）をコアにプロフェッショナルな若⼿コミュニティを育成

全期間を通じて、若⼿研究者を36名（特任助教3名、ポスドク3名、博⼠後期課程10名、博⼠前期課
程の養成が20名）を育成する。博⼠後期課程の養成者の内5名は期間の後期では特任助教ないしはポス
ドクとして雇⽤する。全期間を通じて、3名の特任助教、3名のポスドクを雇⽤し、⽇本（名⼤、慶應⼤、
JAXA、室蘭⼯⼤）、⽶国（Purdue⼤（図５））、ドイツ（ベルリン⼯科⼤（図６））へ【常時各国１
名以上滞在】させる。基本的に、本研究内容を各機関の特性を⽣かしながら実施する。

以下の(1)〜(8)を実施し、国際的なプロフェッショナルなコミュニティを先導する。(1)AIAA Short Course
(Pressure Gain Combustion)の受講、(2)AIAA SciTechへの参加・発表、(3) IWDP/ICVDCWへ
の参加・発表、(4) Marie Curie Innovative Training Network INSPIREの若⼿研究者と交流する。
(5)Detonation Young Researcher Forumへの参加・発表、(6)⽇本のデトネーション研究会若⼿夏の
学校を運営し国際フォーラム化、(7)ICDERS(2029年に⽇本開催誘致中)への参加・発表、(8)国際燃焼
シンポジウムに参加・発表を⾏う。

図4 本研究での国際共同研究体制

図6 ベルリン⼯科⼤でのIWDP/ICVDCW2022

図3 Aerospace America's Year in Review 2021

図5 Purdue⼤での国際共同研究推進


